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な
つ
か
し
の
大
洲
⑧ 

(
昭
和
天
皇
の
御
巡
幸
)

〒795大洲市大洲690-1

故
昭
和
天
皇
が
「
全
国
を
く
ま
な
く

歩
い
て
、
国
民
を
慰
め
、
励
ま
し
、
ま

た
、
復
興
の
た
め
に
立
ち
あ
が
ら
せ
る

為
の
勇
気
を
与
え
る
こ
と
が
、
自
分
の

責
任
と
思
う
L

と
仰
せ
ら
れ
、
昭
和
二

十
一
年
二
月
の
川
崎
・
横
浜
両
市
の
視

察
か
ら
始
ま
っ
た
御
巡
幸
は
、
期
間
九

年
、
行
程
約
一
二
万
三
千
キ
ロ
に
も
及
ひ

ま
し
た
。
昭
和
一
一
十
五
年
に
は
、
一
二
月
十
七
日

か
5
三
十
一
日
に
か
け
て
来
県
。
大
洲

市
に
も
お
立
ち
寄
り
に
な
り
ま
し
た
。

発行大洲市役所編集企画情報課平成 3年9月1日発行

こ
の
日
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ヶ
愛
媛
県

行
幸
記
念
誌
々
に
は
、
次
の
よ
う
な
記

述
が
残
っ
て
い
ま
す
。

山
天
皇
陛
下
を
伊
予
の
水
郷
大
洲
に
お

迎
え
す
る
=
一
月
二
十
日
、
空
は
曇
っ
て

風
強
<
、
春
と
は
い
え
か
な
り
寒
か
っ

た
が
、
こ
の
日
を
千
載
一
遇
と
し
て
陛

下
を
ま
の
あ
た
り
に
仰
が
ん
も
の
と
、

早
く
も
朝
八
時
ご
ろ
か
ら
奉
迎
者
は
駅

前
へ
参
集
し
は
じ
め
た
。
中
略
|
十

三
時
三
十
四
分
い
よ
い
よ
お
召
し
列
車

到
着
、
奉
迎
者
一
二
円
は
感
激
胸
に
あ
ふ

れ
で
、
思
わ
ず
居
ず
ま
い
を
正
す
。

i

中
略
l
特
別
奉
迎
席
を
御
一
巡
の
の
ち
、

今月の閉庁土曜日は

9月14日と28日です
市民の皆様のこ、理解と

と協力をお願いします

陛
下
に
は
奉
迎
台
に
お
よ
が
り
に
な
っ

た
。
奉
迎
者
一
同
は
、
「
君
が
代
L

の

斉
唱
に
う
つ
っ
た
が
、
多
く
の
者
が
胸

せ
ま
っ
て
十
分
に
う
た
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

「
君
が
代
」
の
斉
唱
終
る
や
、
田
中

大
洲
町
長
の
発
声
で
「
天
皇
陛
下
万
歳
」

を
奉
唱
。
陛
下
に
は
、
帽
子
を
高
<
上

げ
ら
れ
て
こ
れ
に
お
応
え
に
な
っ
た
。

!
中
略
!
列
車
が
肱
川
鉄
橋
を
通
り
過

ぎ
、
八
幡
神
社
の
森
蔭
に
買
え
な
く
な

る
ま
で
、
み
ん
な
の
万
歳
の
声
は
絶
え

な
か
っ
た
。
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平
成
三
年
八
月
八
日
現
在
、
大
洲
市
内
に
住
む
九
十
歳
以

上
の
お
年
寄
の
数
は
百
八
十
一
人
(
う
ち
男
性
四
十
四
人
、

女
性
百
四
十
一
人
)
で
、
昨
年
同
期
に
比
べ
る
と
約
二
十
人

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
六
月
末
現
在
で
の
市
内
の
老
齢

人
口
比
率
(
総
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
人
口
の
割
合
)

も
、
十
七
%
に
達
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
で
長
寿
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
連
帯
に
日
を
向

け
、
支
え
合
う
人
と
人
と
の
輪
を
広
げ
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

{
九
十
五
歳
】

90歳以上の人

井藤

本津

可
祝
(
喜
多
山

ト
シ
ヲ
(
中
村

番付以外で

【
九
十
四
歳
】

花

代

(

徳

渡
喜
衛
(
田

ヒ
サ
コ
(
春

マ
ツ
ミ
(
柚

木賀口森

岡酒石森

井間久

援護魯締(平成3年場所)(H. 3. 8蹴)
おんなの部 おとこの部

二宮スヱヨ
横 高岡
平田 朝夫

柚木 100歳 柚木 98歳

二宮 ヨシノ 柏木 99歳 大 関 東 新太平地 98歳

船先信子市木 98歳 関 脇 城戸駒太郎菅田 96歳

矢野 タカヱ 東宇山 97歳 結 山本良衛八多喜 96歳

女子 ミチヨ 徳森 97歳 前頭筆頭 松 岡 敬祐八多喜 95歳

目日 田 ト メ 菅田 97歳 前頭2 鈴木 文 治春賀 94歳

坪 田 ヨシヲ 平地 97歳 前頭3 西 山 芳友五郎 94歳

品 村菊枝 中村 96歳 前頭4 二瀬 通告五郎 94歳

土 居 カ 八多喜 96歳 前頭5 米 岡 晋一中村 94歳

久保 フ ヨ 菅田 96歳 前頭 6 石 キf 吉春五郎 94歳

重 岡 冨士子市木 96歳 前頭7 漬 田 福 見若宮 94歳

西 フミヱ 菅田 96歳 前頭8 河 田 丘書 菅田 93歳

口r::l口 田 スミヱ 市木 96歳 前頭9 小西忠儀上須戒 93歳

神 谷 二L キ 田口 96歳 前頭10 白 石 艶志上須戒 93歳

冨永 トキヨ 成能 96歳 前頭11 西谷友治五郎 92歳

f主 子 ヨシヱ 徳森 95歳 前頭12 古川 喜好西大洲 92歳

池 田 ミツヱ 新谷 95歳 前頭13 大萩登奈五郎八多喜 92歳

石河 ヲシヱ 森山 95歳 前頭14 上 田 芳文市木 92歳

森 山 喜代せ市木 95歳 前頭15 泉 喜代一田口 91歳

高橋 ヨシヲ 柚木 95歳 前頭16 京哉 田 兵松田口 91歳

大 野 ウ ブ 新谷 95歳 前頭17 宮 本喜市西大洲 91歳

長 岡 アツミ 菅田 95歳 前頭18 田 上彦市徳森 91歳

石武出井屋宇芳中
土也

村田合上岡津我岡

梶前安竹石日山栗冨冨長増菊高杉河山宮上

尾田川田本置本田永永瀧田池田崎里子中本林

中松大山

キ
ミ
ヱ
(
田
処
)

幸
(
米
津
)

マ
ス
ヱ
(
上
須
戒
)

キ
ク
ヨ
(
柳
沢
)

カ
メ
ヨ
(
野
田
)

ミ
ド
リ
(
菅
田
)

ア
キ
ラ
(
大
洲
)

フ
キ
ヱ
(
五
郎
)

【
九
十
三
歳
】

ツツ歳ヤ鹿スキ ミキタヲミヨヤテヒキ汲
ズル ヱ J ミ ツサツウツネヱ サク
クヲ子ノ持マヱ功ルヲミラヨイミイヲヱ子

新八中蔵菅菅大成宇市大五大田市大中大大
多

谷喜村川田田洲能津木 ~1十|郎洲口木沙1'1 村洲 m'l

【
九
十
二
歳
】

野本里子内

フ
ク
ヨ
(
五

房

子

(

宇

キ
ク
ヨ
(
若

ミ
ヤ
コ
(
大

笠宮津竪
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松堀野大塚山村今衣桝菊泉高福村

マ
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敬老年金

パスヲオIレ
を

贈

大
洲
市
で
は
、
老
人
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
「
敬
老
年
金
し
と
「
パ
ス
タ

オ
ル
」
を
贈
呈
し
ま
す
。
な
お
、
対
象

者
や
受
け
渡
し
期
日
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
対
象
者
一

平
成
三
年
九
月
十
五
日
現
在
、
大
洲

市
に
引
き
続
き
二
一
ヵ
月
以
上
住
所
の
あ

る
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
要
件
に
該
当

す
る
人

①
敬
老
年
金
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
五

日
現
在
で
満
八
十
歳
以
上
の
人
(
明
治

四
十
四
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
れ
た

人
)

②
パ
ス
タ
オ
ル
に
つ
い
て
は
、
九
月
十

五
日
現
在
で
満
七
十
歳
以
上
の
人
(
大

正
十
年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
れ
た
人
)

一
敬
老
年
金
の
受
け
渡
し
}

日
時
九
月
十
一
・
十
二
・
十
三
日
、

午
前
九
時

1
午
後
四
時
三
十
分

肱
南
・
久
米
地
区

市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー

肱
北
・
喜
多
地
区

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
地
区

各
連
絡
所

印
鑑
、
通
知
の
は
が
き

- 3 

士暴
戸斤

持
参
品

※
な
お
、
パ
ス
タ
オ
ル
は
九
月
末
日
ま

で
に
、
各
個
人
あ
て
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
援
護
係
ま

で
宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
7
5
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猛
暑
に
下
る

肱
川
の
涼

晴
天
に
恵
ま
れ
た
八
月
四
日
、
肱
川

の
成
見
橋
(
菅
田
)
か
ら
肱
川
橋
に
か

け
て
、
庁
第
二
回
大
洲
市
カ
ヌ

i
ツ
ー

リ
ン
グ
駅
伝
大
会
山
と
月
第
八
回
肱
川

い
か
だ
流
し
大
会
山
が
同
時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
の
肱
川
は
水
量
に
も
恵
ま
れ
、

晴
天
な
が
ら
川
面
を
涼
風
が
吹
き
抜
け

る
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
駅
伝
大

会
に
は
三
十
チ

i
ム
(
百
二
十
人
)
、

い
か
だ
流
し
に
は
七
十
艇
(
約
五
百
八

十
人
)
が
参
加
し
、
肱
川
下
り
に
挑
み

ま
し
た
。

駅
伝
大
会
は
、
全
長
十
一
・
九
キ
ロ

の
コ

l
ス
を
四
区
間
に
分
け
、
カ
ヌ
!

と
パ
ド
ル
を
バ
ト
ン
代
わ
り
に
リ
レ
ー

し
て
、
タ
イ
ム
を
競
う
も
の
。
い
か
だ

開
問

ι

t

おおず

[カヌーヴーリンゲつ

いかだ涜し j 

流
し
は
、
い
か
だ
の
独
創
性
や
ユ
ー
モ

ア
度
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
ど
が
審
査
さ

れ
る
も
の
で
、
市
内
の
み
で
な
く
、
松

山
や
今
治
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
ま
し

た。
ま
た
、
こ
の
日
は
、
坂
本
龍
馬
脱
落

の
道
を
た
ど
ろ
う
と
、
三
日
五
十
崎
町

の
豊
秋
橋
を
出
発
し
た
川
舟
「
龍
馬
号
」

も
肱
川
下
り
に
参
加
。
制
作
に
あ
た
っ

た
大
洲
青
年
会
議
所
の
会
員
ら
を
乗
せ
、

長
浜
町
ま
で
下
り
ま
し
た
。

水
面
を
切
っ
て
走
る
カ
ヌ

l
、
水
の
流

れ
に
ま
か
せ
ゆ
る
や
か
に
進
む
い
か
だ
、

対
象
的
な
二
つ
の
競
技
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
い
づ
れ
の
参
加
者
も
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
を
満
喫
で
き
た
こ
と
に
は
か

わ
り
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

大
会
の
主
な
成
績
は
次
の
と
わ
り
で

す。{
カ
ヌ
l
ツ
ー
リ
ン
グ
駅
伝
大
会
}

優
勝
一
松
山
市
カ
ヌ

l
協
会
A
(
1
時

間
日
分
3
秒
)
、
準
優
勝
一
大
洲
束
中

P
T
A
(
1
時
間
日
分
見
秒
)
、
第
3

位
二
ま
る
ち
ゃ
ん

(
1
時
間
口
分
印
秒
)

第
4
位
一
大
洲
束
中
学
校
B
、
第
5
位

一
大
洲
束
中
学
校
A
、
第
6
位
一
大
洲

南
中
学
校
3
年
3
組

R

{

い

か

だ

流

し

大

会

一

時

優
勝
一
土
佐
犬
号

(
N
T
T
大
洲
)
、
時

準
優
勝
一
坊
っ
ち
ゃ
ん
列
車
号
(
建
設
吋

省
松
山
)
、
第
3
位
一
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
糊

ン
ス
号
(
法
務
局
)
、
第
4
位
一
燃
え
附

よ
ド
ラ
ゴ
ン
号
(
池
田
医
院
)
、
第
5
阿

佐
一
西
遊
記
号
(
あ
り
ん
こ
の
会
-
A
7

附

治
)
第
6
位
一
龍
馬
く
じ
ら
で
肱
川
を
関

下

る

号

(

大

洲

郵

便

局

)

問

U
U吋
河
川

J

U

ハ

f
y
k

片

ANn〆
!
な

毎
年
好
評
を
得
て
い
る
「
観
光
な
し
入
園
料
大
人
(
中
学
生
以
上
)
六

O

園
し
が
、
八
月
四
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

O
円
。
子
供
(
小
学
生
以
上
)
四

O

し
た
。
良
土
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
η

天
然
の

O
円
。
三
歳
以
上
二

O
O円。

静
涼
剤
ヘ
お
い
し
い
な
し
で
一
杯
で
す
。
※
持
ち
帰
り
は
、
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

次
の
と
お
り
開
園
し
て
い
ま
す
の
で
、
り
五

O
O円
。
団
体
割
引
は
十
五
人

ご
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
以
上
か
ら
で
、
一
割
引
で
す
。

さ

い

。

※

な

お

、

な

し

狩

り

に

つ

い

て

の

お

間

い
合
わ
せ
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
。

O
大
洲
市
農
協
上
須
戒
支
所

宮

(
@
0
0
2
1

0
商
工
観
光
課
観
光
係

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
2
7

士暴
所

一
の
瀬
梨
団
地
(
上
須
戒
)

※
左
図
参
照

開
園
期
間
八
月
四
日

1
九
月
中
旬

開
園
時
間
午
前
九
時

1
午
後
五
時

4 

J
R八
多
喜
駅

至
金
山
出
石
寺

一四



おおず広報

来E. 

調査します

=税務課=

増築家屋を
今
年
新
築
又
は
増
改
築
さ
れ
た
家
屋

に
つ
い
で
、
固
定
資
産
評
価
の
た
め
に

実
地
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す

ー
緑
化
募
金

1

今
年
の
緑
の
羽
根
募
金
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
で
、

六
十
二
万
三
千
五
百
六
十
三
円
の
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
募
金
は
、
国
・
県
・
市
の
緑
化

推
進
活
動
(
苗
木
の
配
布
な
ど
)
の
た

め
、
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成 3年 9月 1日

な
お
、
滅
失
家
屋
(
取
り
こ
わ
し
た

家
屋
な
ど
)
の
調
査
も
同
時
に
行
い
ま

す
が
、
滅
失
の
登
記
を
さ
れ
て
い
る
も

の
を
除
い
で
は
、
申
告
が
な
か
っ
た
場

合
調
査
も
れ
に
な
り
、
取
り
こ
わ
さ
れ

た
家
屋
に
課
税
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
該
当
家
屋
の
あ
る
人
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

。
調
査
期
問
。

平
成
三
年
九
月
中
旬
か
ら

平
成
四
年
一
月
中
旬
ま
で

O
対
象
家
屋
。

平
成
三
年
一
月
二
日
以
降
に
新
増
築

し
た
家
屋
及
び
取
り
ご
わ
し
の
あ
っ
た

家
屋
※
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税
係

ま

で

宮

⑪

2
1
1
1
内
線
2
4
5

高齢者交通安全旬間

( 9月11-208)

7月末までの

大洲市内の交通事故

7月末現在 昨年同期

f牛 数 1 Z 8 139 

負傷者 173 184 

死 者 1 。

暴力団の介入する

トラブルでお困りの方に・.

民事介入暴力

集中相談所を次の日程で開設します。相談料は無料

愛媛県警察及び愛媛弁護士会では、

暴力団の介入するトラブルでお困りの方ですから、

障
害
者
雇
用
継
続

助

成

金

制

度

企
業
が
、
中
途
障
害
者
(
在
籍
中
に

労
働
災
害
、
交
通
事
故
、
疾
病
等
の
原

因
で
障
害
者
に
な
っ
た
人
)
の
一
雇
用
を

継
続
す
る
た
め
、
作
業
施
設
、
設
備
の

改
善
や
必
要
な
職
場
適
応
措
置
を
行
う

場
合
、
企
業
に
支
給
さ
れ
る
助
成
金
の

制
度
で
す
。

一
助
成
金
の
種
類
と
支
給
額
一

山
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助

成
金

第
一
種
一
施
設
や
設
備
の
設
置
、
整

備
に
要
す
る
費
用
の
2
÷
3
0
限
度
額
は

一
人
に
つ
い
て
四
百
五
十
万
円
。

13 : 00-16 : 00 

(臨時電話 0899-34-0636) 

0宇和島市中央町 2丁目 5- 1 

0松山市湊町 5丁目 1- 1 

いよてっそごう 7階

ぜひご利用くだ、さし」

(金)

南予文化会館 1階

平成 3年 9月13日

【開設場所】

[開設日時】

l土、

第
二
種
一
施
設
や
設
備
の
賃
借
に
要

す
る
費
用
の
2
す
。
限
度
額
は
一
人
に

つ
い
て
二
十
万
円
。

凶
重
度
中
途
障
害
者
職
場
適
応
助
成

金重
度
中
途
障
害
者
一
人
に
つ
い
て
、

月
三
万
円
(
年
三
十
六
万
円
)
三
ヵ

年。
一
申
請
の
期
限
一

中
途
障
害
者
が
職
場
復
帰
し
た
日
か

ら
三
ヵ
月
以
内
。

※
詳
し
く
は
、
大
洲
公
共
職
業
安
定
所

(
宮
⑪
3
1
9
1
)
又
は
附
愛
媛
県
心

身
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
(
松
山
市
一

番
町
一
丁
目
十
四
の
十
宮

0
8
9
9

⑪
7
1
3
1
)
ま
で
。

(臨時電話 0895-24-3099) 

【相談内容]

暴力団の介入する交通事故・金銭貸借等商取引・

家屋の賃貸借・建設工事・倒産企業をめぐるトラブ

ル・訪問販売やマルチ商法をめぐるトラブルなど

その他民事介入暴力事犯

電

5 

【電話相談]

会場に臨時加入電話を架設してわり、

話による相談にも応じますのでご利用ください。

当日は、
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市の台所事情
平成2年4月1日

~平成3年3月31日

大
洲
市
長

桝

田

平成2年度

お知らせします

{ .. 一般会計予算執行状嘉]

五且
予算額 137億8，688万円

執行額 130億6，077万円

予算額 137億8，688万円

執行額 136億4，152万円

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二

条
お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
二
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し

ま
す
。

執

行

額

関

幽

予
算
額
門
l
u

17億4，411万円

15億7，084万円

14億8，090万円

12億4，020万円

14f;意9，434万円

14億4，754万円

7f;意4，876万円

7億4，276万円

9f;意5，639万円
9億4，704万円

5f;意1，161万円
5億1，161万円

8億8，668万円
引き4，178万円

2f;意6，667万円

2i意6，212万円

4億7，733万円

4億4，340万円

2i意5，000万円
3億6，636万円

2億5，574万円

2億8，515万円

50i意:円40 30 20 

I:市税と市民負担の状況::j
10 。。10 20 30 40 5C億円

固定資産税!たばこ消費税l軽自動車税

畠日

市民税
工頁

目

4，789万円

3，686円

1，217円

1.6% 

1億5，656万円

12，051円

3，981円

5.3% 

11億5，594万円

88，980円

29，391円

39.1% 

15億9，699万円

122，930円

40，606円

54.0% 

金額

1世帯あたり

1人当たり

構成比

- 6ー



おおず

Lー鍛会計性質問予算執詩状況¥j

平成 3年 9月1日 広報

(公債費の状丙
平成2年4月1日
平成 3年3月31日

白

至
その他
12億7，999万円
(9，9%) 区分 借入先 件数 現在品 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 105 56{意6，553万円 436，1121円 144，055円

般 郵政省 46 23億5，579万円 1181，339円 59，899円

JZ斗三ミ- その他 68 40億8，463万円 314，420円 103，858円

言十 小計 219 121億0，595万円 931，871円 307，812円

ヰ寺 大蔵省 26 6億8，958万円 53，082円 17，534円

別 郵政省 36 5億5，820万円 42，968円 14，193円

JZK 三 その他 7 H意2，420万円 9，560円 3，158円

計 小計 69 13億7，198万円 105，610円 34，885円

i口L 計 288 134億7，793万円 1，037，481円 342，697円

;市膏財産の状況J

{:事業会計の状況n
総収益 総費用 当期純利益

工業用水道 833万円 684万円 149万円

7]<. i萱 3億7，778万円 3億4，084万円 3，695万円

国民宿舎 9，994万円 9，890万円 104万円

病 F完 17億 l万円 16億5，018万円 4，983万円

干重 芳リ 面 積等 金 額

~ 土'lE. 533，112ば 27億 8，126万円

山 中木 2，835，230m' 5，367万円

田 主田 118，191m' 19，095万円

幸佐平重土也 12.926m' 1，151万円

建 物 173.819m' 119億 2，395万円

立 木 59，605m' 3億 5，087万円

財政調整基金 18億 9，408万円

国民健康保険財政調整基金 3億 4，564万円

土地開発基金 2{意、5，845万円

その他特定目的基金 11億 1，235万円

出 資 金 1億 0，094万円

メ仁53、 言十 37億 1，146万円

公共下水道事業老人保健

長遥合に込
27億 2，391万円

26億 1，594万円

25億 9，464万円

2，130万円

「

国保診療所

間
4，114万円

3，027万円

3，563万円

i三〉 536万円

国民健康保険

警
24億 3，697万円

26億 1，144万円

23億 1，271万円

2億 9，873万円

「

農業集落排水

母....やよ肌亡、

2，826万円

2，675万円

2，675万円

0 円

簡易水道

手b
7，956万円

7，905万円

7，769万円

136万円

住宅新築資金
「

等貸付事業

身構¥
1億 5，833万円

8，928万円

H意5，792万円

ム 6，864万円

- 7 

f 

土地取得造成

1，762万円

1，760万円

1，760万円

。円

「

交通傷害保障

磁~
789万円

802万円

750万円

52万円
J 



平成 3年 9月 1日

退
職
金
づ
く
り
は
中
退
金
で

ー
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
に

l

中
退
金
制
度
(
中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度
)
は
、
退
職
金
制
度
を
も
つ
こ

と
が
困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援
助

で
、
大
企
業
と
同
じ
よ
う
な
退
職
金
を

支
払
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
国
の
制

度
で
す
。
中
退
金
制
度
の
特
色

l

o国
の
制
度
で
す
の
で
安
全
・
確
実
・

有
利
で
す
。

O
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
企
業
の
実
態

に
あ
っ
た
退
職
金
制
度
を
手
軽
に
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

①
新
し
く
中
退
金
制
度
に
加
入
す
る

事
業
主
に
:
:
:
掛
金
の
三
分
の
一

を
契
約
月
の
翌
月
か
ら
二
年
間
。

②
掛
金
月
額
を
増
額
す
る
事
業
主
に

二国民年金二

障害基礎年金や遺族基礎年金の

加算額の対象になっている子供が

広報

異動の届出は

お早自に・

おおず

:
・
:
増
額
分
の
一
二
分
の
一
を
増
額

月
か
ら
一
年
間

③
短
時
間
労
働
者
を
追
加
加
入
す
る

事
業
主
に
:
:
:
掛
金
の
三
分
の
一

を
契
約
月
の
翌
月
か
ら
一
年
間

(
平
成
三
・
四
年
度
に
限
る
。
)

O
中
退
金
制
度
の
運
営
費
は
、
国
が
負

担
し
ま
す
。

O
退
職
金
は
一
時
払
い
の
ほ
か
分
割
払

い
も
で
き
ま
す
。

O
転
職
し
て
も
退
職
金
の
通
算
が
で
き

ま
す
。

O
加
入
前
の
勤
務
期
聞
が
通
算
で
き
ま

す。

O
掛
金
は
税
法
上
損
金
・
必
要
経
費
と

し
て
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

O
福
利
厚
生
施
設
設
置
等
の
た
め
の
融

資
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

次のいず、れかに該当したときは、

を市民

課国民年金係へ提出してください。

③婚姻したとき

④配偶者以外の養子となったとき

⑤離縁したとき

⑤障害の程度が一級又は二級の状

②生計維持の状態が止んだ、とき

「加算額対象者不該当届」

①死亡したとき

ー
加
入
で
き
る
企
業

l

こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、
中

小
企
業
者
で
す
。

掛
金
の
種
類
|

O
月
額
四
千
円
か
ら
二
万
六
千
円
ま
で

の
十
五
種
類
で
す
。

(
た
だ
し
平
成
一
二
年
十
一
月
ま
で
は

三
千
円
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
)

O
短
時
間
労
働
者
(
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

等
)
は
二
千
円
、
三
千
円
で
も
加
入

で
き
ま
す
。

i
加
入
の
手
続

i

所
定
の
申
込
書
(
金
融
機
関
に
備
付

け
)
に
申
込
金
(
掛
金
の
一
月
分
)
を

添
え
て
、
お
近
く
の
金
融
機
関
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

ー
お
問
い
合
せ
先
|

O
大
洲
商
工
会
議
所
宮
⑫
4
1
1
1

0
中
退
金
の
退
職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー

東
京
0
3
・
3
4
3
6
・
4
3
5
1

大
阪
0
6
・
5
3
6
・
1
8
5
1

広
島
0
8
2
・
2
4
0
・
7
1
5
1

1 車及、

年

金を受け過ぎて、後で返さなけれ

ばならなくなりますので注意して

市民課国民年金係ま

(宮⑪2111内線 256)。

2キ及の;1犬定員でなくなったとき

この届け出を忘れていると、

態にある20歳未満の者が、

ください。

言羊しくは、

自
衛
官
を
募
集

自
衛
隊
で
は
、
若
人
が
入
隊
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
一
四
歳
以
上
幻
歳
未
満

給
与
一
初
任
給
(
月
額
十
三
万
三
千
九

百
円
)
。
期
末
、
勤
勉
手
当
(
年
三
回
、

合
計
五
・
三
五
ヵ
月
分
)
の
外
、
各

種
手
当
が
、
職
務
や
勤
務
条
件
に
よ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

衣
食
住
一
食
事
、
宿
舎
費
が
無
料
の
外

被
服
な
ど
も
全
て
無
料
で
支
給
又
は

貸
与
さ
れ
ま
す
。

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

七
月
三
十
一
日
分
ま
で

(
敬
称
略
)

で、

金
一
封
(
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
夜
市
)

徳
森
徳
森
二
十
日
会
(
代
)
古
茂

田
聖
治
他
十
名

金
一
封
(
お
見
舞
返
し
を
肱
南
地
区

社
協
・
被
爆
者
の
会
・
市
社
協
へ
)

柏

木

小

倉

タ

ツ

ミ

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

藤

縄

山

本

哲

太

郎

金
一
封
(
若
宮
天
寿
会
・
若
宮
長
寿

会
・
と
み
す
寮
・
大
洲
清
和
国
へ
)

若

宮

川

元

利

雄

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

増

田

忠

志

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
へ
)

上

須

戒

西

山

頼

道

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

そ
の
他
任
期
制
隊
員
に
つ
い
で
は
、

特
別
退
職
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、
詳
し
く
は
、
市
民
課
(
宮
⑫

2
1
1
1
内
線
2
5
0
)
又
は
、
自
衛

隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
大
洲
自
衛
隊
募
集

事
務
所
(
宮
⑫
4
1
2
3
)
ま
で
。

戒
老
人
会
へ
)
上
須
戒
田
丸
潔

金
一
封
(
喜
多
地
区
社
協
・
大
川
地

区

社

協

へ

)

徳

森

森

中

政

晴

(
物
品
の
口
座
)

車
椅
子
一
台
(
貸
出
用
)

徳

森

三

好

円

定

屋
外
用
時
計
・
カ
ラ
ク
リ
時
計
・
掛

時
計
四
個
(
大
洲
清
和
国
へ
)

新
町
太
田
稔
・
大
洲
井
上
博
道

片
原
町
山
本
時
計
屈
・
大
洲
ス
ナ

ッ
ク
局
・
若
宮
山
本
増
見

ア
ン
マ
機
一
台
(
貸
出
用
)

菅

田

町

松

本

義

行

タ
オ
ル
五
十
枚
・
敷
布
五
枚
(
入
浴

サ
ー
ビ
ス
用
ほ
か
)
本
町
二
島
田

カ
ス
ヱ
あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

- 8 



利
を
生
か
し
て
、
公
武
合
体
か
ら
尊
王

5
1
1襲
撃
開

撞
夷
・
開
国
・
大
政
奉
還
へ
と
動
き
行
附
税
制

1
J明
暗
畑
滑
川
一
一
郎

E
3〉
3
-
、

c
-
3
r信
〆

一

一

、

〆

こ

O

品
議
均
一
叫
前
議
議
絵
無
事
争
議

く
政
局
の
中
で
活
躍
し
ま
し
た
。
日
二
い
総
諸
制
全
出
品
川
法
的
一
山
~

今
回
は
、
こ
れ
ら
両
藩
藩
王
の
柔
軟
内

t
¥
U
U
T
一リ
U
H
i一
日
リ
一
一

1
1

…
一
…
「
人
権
と
歴
史
」

な
頭
脳
と
時
代
を
見
抜
く
洞
察
力
に
よ
，
一

っ
て
見
い
出
さ
れ
た
多
く
の
有
能
な
人
削
古
代
賎
民
制
の
く
ず
れ
(
つ
づ
き
)

物
に
焦
点
を
当
で
な
が
h

、
動
乱
の
時
附
七
九
四
(
延
暦
十
三
)
年
、
都
は
京

代
に
活
躍
し
た
両
藩
の
足
跡
を
た
ど
り

W

都
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
ろ
か

ま
し
た
。
王
な
人
物
は
、
高
野
長
英
・
…
一
…
ら
特
古
川
治
活
速
に
お
と
ろ
え
、
同
時

大
村
益
次
郎
(
宇
和
島
藩
)
、
三
瀬
諸
問
に
古
代
鴻
規
制
も
ま
た
く
ず
れ
は
じ
め

測
・
矢
野
玄
道
・
山
本
尚
徳
(
大
洲
藩
)
州
ま
す
。
良
賎
の
あ
い
だ
の
身
分
を
ご
え

な

ど

で

す

。

，

一

一

た

結

婚

も

公

然

と

お

こ

な

わ

れ

る

よ

う

，
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
男
女
の

会
期
一
平
成
3
年
8
月

初

日

制

法

が

「

牌

と

良

男

の

子

、

良

女

と

奴

の

ー
日
月
却
日
尚
子
は
良
と
す
る
。
し
と
い
う
よ
う
に
改
め

宇

和

島

藩

第

七

代

藩

主

、

伊

達

宗

休

館

日

一

月

曜

日

、

祭

日

、

第

二

・

困

問

ら

れ

ま

し

九

き

春

山

と

号

し

た

。

土

曜

日

間

ま

た

、

兵

役

も

ゆ

る

め

ら

れ

、

労

役

主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
毛
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
主
人
…
も
年
に
六
十
日
で
あ
っ
た
の
が
、
半
分

水

道

業

者

の

神

主

閉

幕

-

5

4

6

4

5

似

の

三

十

日

に

改

め

ら

3
1
0

a

l

・
-
3
1
1
1
、，
3

E

r

E

(

ω

4

6

8

4

9

月

お

日

帰

丸

電

工

業

時

こ

の

よ

う

に

し

て

律

令

制

度

が

く

ず

漏

水

当

番

土

日

制

J

ι

4

J

一一
つ
G
t
T
U
5
1
…
一
戸
、
世
の
中
が
乱
れ
て
き
ま
す
と
、

A
7

宮

(

ω

4

5

1

9

滝

田

水

道

庖

…

い

ま

で

主

J

訟
も
と
で
苦
し
い
生
活
花
札

久

保

鉄

工

所

宮

(

匂

0

9

0

1

W

イ

守

円

~

奴

牌

も

自

分

た

ち

の

力

で

賎

民

宮

⑮

0

5

3

7

9

月

出

日

三

原

設

備

的

身

分

か

ら

ぬ

け

中

山

て

山

崎

い

い

寸

世

呪

南

予

水

道

住

設

備

(

土

)

宮

⑫

3

7

8

3

1

…

ゅ

は

じ

め

に

は

公

私

の

奴

稗

制

度

が

廃

宮

⑪

4

5

7

7

中

野

管

工

事

工

業

制

止

さ

れ

ま

し

た

。

こ

れ

以

来

、

後

弘

山

蔵

田

水

道

庖

宮

⑫

3

7

9

2

W

バ

九

十

七

世

紀

中

ご

ろ

、

新

ル

K
賎
民

宮

⑫

5

9

6

8

9

月

お

日

い

の

水

道

工

事

屈

W

身
分
が
つ
く
い
の
仰
る
ま
で
、
公
的
な
制

星

加

鉄

工

所

(

日

)

宮

@

2

2

1

6

制

度

と

し

て

の

賎

民

は

な

か

っ

た

わ

け

で

宮

⑫

0

0

2

0

西

田

水

道

庖

制

す

。

佐

藤

水

道

庖

宮

⑮

0

2

6

5

m

鎌

倉

せ

.

ん

宗

主

化

の

創

造

者

告

(

ω

4

4

1

0

※

詳

し

く

は

水

道

課

ま

で

，

H

古
代
の
賎
民
制
は
、
平
安
時
代
の
中

徳

森

設

備

宮

(

ω

2

1

1

1

内

線

3

7

7

W

ご

ろ

に

く

ず

れ

ま

し

た

が

、

鎌

倉

時

椛

宮

(

匂

4

0

2

3

…

…

扮

ら

室

町

時

代

に

か

け

て

も

社

会

の

汗

浜

住

設

備

口

一

…

層

か

ら

ぬ

け

出

せ

な

い

者

や

、

重

い

年

おおず

ー
叫
吋
1

宇
和
島
・
吉
田
藩
、
大
洲
・
新
谷
藩

は
四
国
の
辺
地
で
し
た
が
、
逆
に
幕
末

か
ら
維
新
に
か
け
て
は
、
時
代
を
変
え

る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
た
薩
摩
・
長

川
・
土
佐
と
極
め
て
近
い
と
い
う
地
の

広報

9
月
1
日

(
日
)

9 
(月
土 7
~日

平成 3年 9月1日

9 
(月
日 8
)日

9 
(月
土 14
)日

“稽IJ鍵~~ 0" 

議
沙
諸
什
希
易

機
特
選
私
物
末
ち
キ

内
田
電
気
水
道
設
備

宮
(
匂
2
8
5
8

伊
予
屋
住
設

宮

(
ω
2
5
4
1

帰
オ
ク
ダ
設
備

宮

(
ω
3
6
7
4

岡
福
水
道
工
事
庖

告

(
ω
3
6
5
6

神
田
鉄
工
所

宮

(
ω
4
1
2
2

大
塚
鉄
工
所

宮
(
匂
0
3
0
0

城
戸
電
業
社

宮

(
ω
2
9
4
4

9
月
日
日

(
日
)

9
月
日
日

(
月
)

9 
(月
土 21
)日

9
月
幻
日

(
日
)

No.154 

(4) 

人
権
と
同
和
教
育

貢
に
病
気
、
き
き
ん
な
ど
が
重
な
っ
て

落
ち
ぶ
れ
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
人
び
と
の
中
に
も
、
荘
園
内
の

免
税
地
に
住
み
、
領
主
の
た
め
の
運
送

か

ざ

っ

や
清
掃
、
狩
り
な
ど
の
雑
役
に
従
事
し

て
い
て
散
所
の
民
と
よ
ば
車
、
地
の
清

川
市
河
原
に
住
み
、
各
種
の
細
工
物
や
芸

能
や
造
園
な
ど
の
文
化
を
創
り
出
す
う

え
で
大
き
な
働
き
を
し
た
人
た
ち
も
い

ま
し
た
。

例
え
ば
、
鎌
倉
文
化
の
代
表
的
な
彫

刻
で
あ
る
東
大
寺
の
金
剛
力
士
像
を
つ

く
っ
た
運
慶
は
、
堂
衆
と
よ
ば
れ
る
人

び
と
の
ひ
と
り
で
し
た
。
ま
た
、
室
町

時
代
に
能
の
も
と
を
つ
く
り
あ
げ
た
世

阿
弥
は
散
所
、
銀
閣
の
庭
a

つ
く
り
を
し

止
と
い
わ
れ
る
善
阿
弥
や
龍
喧
湾
初
石

庭
を
つ
く
っ
た
人
び
と
は
、
河
原
者
と

よ
ば
れ
た
人
た
ち
で
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

今
日
の
日
本
舞
踊
の
も
と
を
つ
く
り
出

し
た
声
聞
師
と
よ
ば
れ
た
人
び
と
も
、

当
時
の
世
の
中
で
は
み
さ
げ
ら
れ
た
人

た
ち
で
し
た
。

- 9 
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旅

の

思

い

出

一

一

忽

弼

空
金
水
金
屋
÷
形
船

平成 3年 9月 1日

今
年
も
ま
た
、
水
郷
大
洲
の
真
夏
を

彩
る
川
ま
つ
り
花
火
大
会
の
季
節
が
や

っ
て
き
た
。

愛
用
の
カ
メ
ラ
と
附
属
品
、
フ
ィ
ル

ム
な
ど
を
入
れ
た
カ
バ
ン
を
点
検
し
、

三
脚
を
ケ
l
ス
に
入
れ
て
準
備
完
了
。

一
息
つ
い
て
、
十
数
年
来
撮
り
続
け
た

県
内
各
地
の
花
火
大
会
の
記
録
写
真
を

開
け
て
み
た
。

私
の
一
番
気
に
い
っ
て
い
る
も
の
は
、

昭
和
五
十
二
年
に
撮
っ
た
大
洲
市
城
山

下
の
花
火
大
会
の
写
真
で
あ
る
。
川
を

横
切
る
「
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
し
が
水
面
に
映

議綿織
~~~~主役場包O_.2・空気君主.~~.~~"~~~"，，J会E

菅野千寿子さん

(東大洲.42歳)

No.118 

4提搭
、

おおず広報

ぇ
、
整
然
と
並
ん
だ
屋
形
船
の
シ
ル
エ

ッ
ト
が
川
面
に
く
っ
き
り
と
浮
び
、
ウ

船
の
か
が
り
火
が
赤
々
と
燃
え
上
っ
た

大
洲
な
ら
で
は
の
一
枚
で
あ
る
。
そ
れ

か
ら
の
ち
の
私
の
夏
の
予
定
に
は
、
大

洲
花
火
大
会
の
日
程
が
最
優
先
で
入
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
数
年
大
洲
へ
の
足
が

重
く
な
っ
て
き
た
。
花
火
は
年
々
趣
向

を
変
え
つ
つ
盛
大
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て

い
る
も
の
の
、
一
番
楽
し
み
に
し
て
い

る
川
面
の
状
態
が
変
つ
で
き
た
か
ら
で

あ
る
。
半
数
近
い
船
は
岸
に
つ
な
が
れ
、

海
州
川
近
い
の
を

楽
レ
み
に
や
っ
て
来
ま
レ
だ
/

V
出
身
は
埼
玉
県
浦
和
市
で
す
。

V
主
人
と
は
、
東
京
の
設
計
事
務
所
に

勤
め
て
い
る
と
き
職
場
が
一
緒
に
な
り

知
り
合
い
ま
し
た
。
結
婚
し
て
大
洲
へ

や
っ
て
き
た
の
は
、
昭
和
五
十
四
年
の

こ
と
で
す
。

V
埼
玉
県
は
海
を
持
た
な
い
県
で
す
か

ら
、
海
が
近
い
大
洲
で
住
む
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
い
ざ
来
で

み
る
と
、
な
か
な
か
海
へ
行
く
機
会
が

な
く
て
・
・
・
:
・
:
・

V
浦
和
市
も
、
私
が
小
さ
い
頃
は
ま
だ

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
東
京

の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
ど
ん
ど
ん
開

川
中
の
船
は
縦
一
線
と
は
な
ら
ず
、
ジ

グ
ザ
グ
に
連
な
っ
て
い
る
。
川
の
流
れ

が
変
っ
た
か
ら
か
、
船
頭
さ
ん
が
心
意

気
を
な
く
し
た
か
ら
か
、
私
に
は
わ
か

ら
な
い
。

レ
ン
ズ
を
通
し
て
美
し
く
見
え
る
も

の
は
、
観
衆
に
も
美
し
く
見
え
る
と
思

う
。
大
洲
の
花
火
の
よ
さ
は
、
夜
空
に

描
く
大
輪
の
花
と
、
水
面
に
映
え
き
ら

き
ら
輝
く
そ
の
色
彩
、
そ
し
て
、
整
然

と
並
ん
だ
屋
形
船
の
シ
ル
エ
ッ
ト
、
赤

々
と
燃
え
上
る
か
が
り
火
、
そ
れ
ら
の

調
和
に
あ
る
と
思
う
。
大
洲
な
ら
で
は

の
花
火
大
会
の
復
活
を
切
に
望
む
も
の

で
あ
る
。

県
下
各
地
の
花
火
大
会
に
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
関
係
上
、
花
火
を
見

発
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
自
然
環
境
も

大
分
変
わ
つ
で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
点
大
洲
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
る
の
で
、
満
足
し
て
い
ま
す
o

v大
洲
弁
に
も
大
分
な
じ
み
ま
し
た
が

ま
だ
ま
だ
で
す
ね
:
・
:
:
:
今
で
も
、
電

話
で
地
元
の
方
と
話
し
て
い
る
と
、
時

々
意
味
の
わ
か
ら
な
い
言
葉
に
出
く
わ

す
ご
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
ド
大
洲
も
、
も
う
少
し
市
内
交
通
が
便

利
だ
と
い
い
ん
で
す
け
ど
ね
。
そ
れ
に

子
供
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
固
な
ど
が

も
う
少
し
手
近
に
欲
し
い
で
す
。

V
子
供
た
ち
(
直
美
さ
ん

l
高
校
一
年

リ
、
有
夏
さ
ん
日
中
学
二
年
H
H
)

に
は

け
じ
め
の
あ
る
優
し
い
人
に
な
っ
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
い
裏
方
の
人
た
ち
の
ご
苦
労
を
た
く

さ
ん
知
っ
て
い
る
。
打
ち
上
げ
準
備
、

警
備
、
交
通
指
導
な
ど
、
大
勢
の
人
た

ち
の
ご
労
苦
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、

大
洲
市
の
花
火
大
会
が
、
今
後
も
盛
大

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

新

刊

図

書

案

内

近
代
日
本
総
合
年
表
岩
波
書
庖

昭
和
家
庭
史
年
表
河
出
書
一
房
新
社

昭
和
ニ
ュ
ー
ス
事
典
三
・
四

(
昭
和
六

1
九
年
)
毎
日
新
聞
社

戦
後
労
働
運
動
史

戦
後
労
働
運
動
史
頒
布
会

愛
は
風
の
如
く
1

大
川
隆
法
著

日
本
の
近
世
l

中
央
公
論
社

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ベ
ル
ガ

I

G
・
ベ
ル
ガ
l
著

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
つ
く
り
方

D
-
ミ
ル
ン
三
浦
亮
三
郎
著

家
庭
菜
園
コ
ツ
の
コ
ツ
水
口
文
夫
著

敗

け

組

甲

子

園

島

君

愛

介

著

野

生

日

記

岡

田

昇

著

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
来
た
男
根
深
誠
著

永

遠

の

緑

色

片

岡

義

男

著

伯

林

感

傷

旅

行

江

園

滋

著

ル
!
ズ
ベ
ル
ト
の
刺
客
西
木
正
明
著

今月の納税

国民健康保険税2期
ー
市
立
図
書
館

死
な
れ
で
は
困
る
夏
樹
静
子
著

三
毛
描
ホ
ー
ム
ズ
の
犯
罪
学
講
座

赤
川
次
郎
著

朝
日
の
あ
た
る
家
田
栗
本
薫
著

時
刻
の
な
か
の
肖
像
辻
邦
生
著

か
ら
だ
の
知
恵
こ
こ
ろ
の
筋
肉

丘
沢
静
也
著

飽

食

窮

民

斎

藤

茂

男

編

狼
た
ち
へ
の
伝
一
言
3

落
合
信
彦
著

ケ

ル

ト

の

残

照

堀

淳

一

著

(
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
)

ヨ
ル
ダ
ン
難
民
救
援
へ
の
旅

き
み
た
ち
と
朝
鮮

宇
宙
の
キ
ー
ワ
ー
ド

ご
み
か
ら
地
球
を
考
え
る

英
語
発
音
に
強
く
な
る

納期は9月30日です。

10ー



おおず広報

自
2、400発の花火n

乱舞8シJ11まつり花火大会

肱
川
:
:
夏
三
景4歳汁iう12歳ぎで、 87人の子供だちn参加。

夏の川|面!こ水レぷきさ上げでい示レた。

h
p
m
神
伝
流
夏
季
水
泳
教
室

l

l

hv
国
体
打
ヌ
!

"
円
四
国
ヲ
ロ
り
つ
予
選
大
会

.. 7.7 

連
.0. 
cコ
1¥青
し年
l団
ボ

I{; 

、大
.0、
…Z玄

叩
肱
川
左
考
之
る

前

=
J
U
ポ
)
シ
ウ
ム

g 
d長手:も、

し15ヂー仏、 150人の選手門熱戦き展開/
7.21 t)-

市
内

斉
清
掃

- 11 ー

七
月
十
目
、
生
活
雑
排
水
の
諸

問
題
と
対
策
を
テ
l
マ
に
、
「
肱

川
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

大
洲
青
年
会
議
所
の
主
催
で
聞
か

れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
市
民
会
館
に
は
、

肱
川
流
域
の
主
婦
ら
約
二
百
人
が

集
合
。
市
関
係
者
か
ら
の
現
況
報

告
や
講
演
の
あ
っ
た
後
、
大
洲
市

で
も
肱
川
を
守
る
た
め
の
緩
や
か

な
連
帯
の
輪
を
広
げ
、
各
団
体
や

サ
ー
ク
ル
に
呼
び
か
け
て
「
肱
川

を
考
え
る
連
絡
協
議
会
」
(
仮
称
)

を
設
け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し

た。



平成 3年 9月1日

乳

幼

児

健
康
診
断

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

9
月
4
日
(
水
)

9
月
5
日
(
木
)

9
月

6
日
(
金
)

相談こと案内

いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

おおず広報

場

所

大
川
連
絡
所

一
菅
田
連
絡
所

受 9 9 9 
f寸月月月十
時 2519 18 
間日日日

無 13 9水木*!
時時 ~~~I 特

料¥30 ~戸 I，~
15分三 I~ 
時 1善里子，'3'，'
11連連 I7，' 
時 絡絡 Iη
所所 lる

検

診

料婦
人
が
ん
検
診

実

施

日

場

所

9
月
9
日
(
月
)
八
多
喜
連
絡
所

受
付
時
間
日
時

i
u時
叩
分

検
診
料
子
宮
が
ん
検
診
7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

2
0
0
円

切
歳
以
上
の
女
性

対

象

者肺

が

ん

検

診

実

施

日

9
月
4
日
(
水
)

9
月

5
日
(
木
)

9
月
6
日
(
金
)

場

所

大
川
連
絡
所

一
菅
田
連
絡
所

砂交通事故相談

とき 9 月 9 日 10時~15時

9月20日。

9月 9日は市役所 3階

会議室

9月20日は市役所2階

会議室

砂人権相談

と き 9月10日 13時~16日寺

9月20日ク

9月10日は肱北公民館

9月20日は市役所 3階

会議室

とごろ

とごろ

9
月
四
日
(
水
)

9
月
四
日
(
木
)

9
月
お
日
(
水
)
三
善
連
絡
所

受
付
時
間

9
時
却
分
1
日
時

3
土
寸

1
5主
寸

1
i
門

口

守

i
n口

検
診
料
検
た
ん
の
必
要
な
人
の
み

4
0
0
円

対

象

者

ω歳
以
上
の
人

健

康

相

談

日
時

9
月
日
日
(
水
)

9
時
却
八
万

1
ロ
時
、
日
時

1
日
時

場
所
市
役
所
二
階
会
議
室

9
月
1
日

(
日
)

9
月
8
日

(
日
)

9
月
日
日

砂法律相談

と き 9月 5日 13日幸一16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂心配こと相談

とき 9月 2、10、25日

13時~16時

社会福祉協議会事務局

一
平
野
連
絡
所

ところ

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

と き 9月21日 9 時~12日寺

ところ 市役所 2階会議室

急、ぐ時は宮⑫3794 (玉木)まで
日

9
月
日
日
(
月
)

9
月
2
日

(
日
)

9
月
お
日
(
月
)

9
月
却
日

(
日
)献

血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

惨社会保険相談

と き 9月5、24日 10時一16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当 松山西社会保険事務所

惨栄養士による健康相談

と き 9月26日 13日寺~15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

実
施
日

9
月
5
日
(
木
)

場

所

時

間

四
国
電
力
大
洲
営
業
所9
時
叩
分
1
ロ
時

市

立

大

洲

病

院

日

時

i
v即
時

9
月
6
日
(
金
)

菅
田
連
絡
所

9
時
叩
分

1
ロ
時

大
洲
自
動
車
教
習
所
日
時
i
M
時

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

9
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

9
月
お
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮

(
ω
3
1
6
5

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大~1十回避保館E⑫6100

大洲福祉会館E⑫0947

内〆

ι

惨不動産無料相談

と き 9月15日 9 日寺~16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐田J4

品

実

施

日

該

当

者

9
月
3
日
(
火
)
平
成
3
年
4
月
生
※

9
月
日
日
(
火
)
平
成
3
年
1
月
生
※

9
月
ロ
日
(
木
)
平
成
2
年
2
月
生

9
月
口
日
(
火
)
平
成
2
年
日
月
生
※

9
月
払
日
(
火
)
昭
和
臼
年
8
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
1
日
時
部
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
晶
母
子
健
康
手
帳

9
月
日
日
は
、
育
児
相
談
だ
け
で
す
。

宮

(
ω
3
3
0
6

大
洲
中
央
病
院

告

(
ω
4
5
5
1

小
川
整
形
外
科
(
三
の
丸
)

宮

(
ω
5
5
9
6

市
立
大
洲
病
院
(
鉄
砲
町
)

宮
⑪
2
1
5
1

菊
原
外
科
(
若
宮
)

宮

(
ω
4
6
4
6

大
洲
中
央
病
院

告

(
ω
4
5
5
1

石
村
整
形
外
科
(
若
宮
)

宮
⑫
5
7
6
7

市
立
大
洲
病
院

宮

(
ω
2
1
5
1

大
洲
記
念
病
院
(
徳
森
)

宮

(
ω
2
0
2
2

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1
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